
この砲台跡は宇和島湾の防備のため安政 2（1855）

年 3月から同年 12 月まで 10 カ月かけて築造されまし

た。

宇和島藩では御荘久良（現愛南町）・樺崎・戎山・上

灘（八幡浜方面、未完成）の 4カ所に砲台を築造しよ

うとしました。嘉永 3（1850）年、高野長英の設計で

久良砲台が完成し、続いて宇和島湾内にある樺崎と戎

山の砲台築造に着手しようとしました。しかし、安政

元（1854）年に大地震が発生し、計画は一旦中止とな

りました。その後、二宮長兵衛在明という篤志家が築

造費の出資を申し出たため計画は再開されました。

樺崎砲台は洋式（オランダ）工法によって築造され

ましたが、威遠流砲術家によって正面 5門の砲のほか

にさらに2門の備砲が置けるよう工夫されていました。

慶応 2（1866）年 6月、イギリス公使パークスが宇

和島に来航すると彼の乗る軍艦に対して礼砲を撃ち、

同年 12 月  、アーネスト・サトウが宇和島を訪れた際

には礼砲に対する答礼砲を撃っています。

平成 4年に整備を目的とした史料調査・発掘調査を

実施し、その成果を基に胸墻や肩墻などの復元整備を

行っています。

※

※サトウの記録では 1867 年 1月とありますが、このパンフレットでは、和暦に変換して表記しています。
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館内のご案内

建物の由来
この建物は明治 17（1884）年 9月、現在の宇和島市広小路に「宇

和島警察署」として建てられました。

戦災を免れた後、昭和 28 年（1953）年 2月、当時の南宇和郡

西海町（現在の愛南町）役場として移築され、庁舎が新築される

のを機に平成 4（1992）年 3月、宇和島の近代化を象徴する樺崎

砲台跡そばに復元されました。

明治初期に西洋建築に似せて日本人が独自に建築したものを擬

洋風建築と呼びます。これらは日本建築古来の技法である丸太の

原木を利用して小屋組を造り、外観のみ洋風に似せて建てられて

いる場合が多く見られます。しかし、当館では直線的な角材でト

ラスを組み、寄棟屋造の屋根も蕪束で見事に収めており、当時と

しては画期的な工法によって建てられました。

擬洋風建築については、西日本に少ないことからも、当時の宇

和島の先駆性を物語る歴史的価値の高い建物であるといえます。

第４展示室では２階屋根裏の蕪束を見ることができます。放

射状に取りまとめられた寄棟屋根の合掌は、複雑な構造を形作

ります。これは当時珍しかった洋風トラス構造を試みたものに

なります。


